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中
神
琴
渓
　
医
案
①

　
京
師
小
川
通
二
條
下
町
近
江
屋
　
与
兵
衛
が
妻
　
大

凡
経
候
　
月
に
十
七
八
日
止
ま
ず
。
漸
に
進
ん
で
、

月
に
二
三
日
を
除
き
、
其
’
の
＝
余
は
常
に
径
血
止
ま
ず
。

此
の
如
き
事
三
年
八
医
薬
効
あ
ら
ず
し
て
于
に
訣
う
。

予
　
診
す
る
に
豚
　
紬
数
、
身
色
は
青
白
、
起
て
ば
則

を其て地顔は血固知者予ち

嚇
し
小
便
漏
れ
、
巨
星
奔
馬
の
如
く
死
に
垂
と
す
。

　
首
藤
黄
湯
を
作
り
て
こ
れ
を
与
う
。
其
の
夫
な
る

、
巻
て
製
薬
を
業
と
せ
し
者
に
て
、
少
し
く
薬
能
を

れ
り
・
。
則
ち
予
に
折
り
・
問
い
て
曰
く
、
荊
婦
の
病
、

よ
り
金
症
に
し
て
発
黄
の
＝
症
に
非
ず
。
然
る
に
楠

・
頭
金
の
剤
は
与
え
ず
、
却
で
首
藤
黄
楊
を
施
さ
ん

虚
々
の
法
に
て
、
こ
れ
が
・
為
に
駱
れ
ん
事
必
せ
り
。

わ
く
ぱ
其
の
縁
故
を
聞
か
ん
、
と
。
予
曰
く
、
犀
角

黄
・
当
節
膠
文
言
類
は
、
前
医
の
既
に
用
い
し
所
に

一
通
り
・
は
方
応
対
す
る
よ
う
に
見
ゆ
れ
ど
も
、
実
は

れ
的
当
に
非
ず
。
さ
れ
ば
社
、
三
年
泉
此
の
・
類
の
＝
剤

服
し
て
、
今
尚
お
意
え
ざ
る
に
非
ず
や
。
今
、
千
が

与
う
る
所
の
方
意
は
Ｉ
朝
一
タ
に
し
て
示
す
べ
き
事
に

非
ず
。
雌
竹
説
く
と
も
解
す
る
事
能
は
じ
。
先
ず
概
し

て
云
わ
ば
、
欝
熱
を
除
け
ば
血
症
は
自
ら
治
す
る
の
意

な
り
、
と
。
其
の
人
　
竟
に
信
伏
し
て
服
す
る
事
五
十

許
日
、
諸
症
退
き
て
常
に
復
す
。
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